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前
期
ミ
ニ
カ
レ
ッ
ジ 

　
　
　
受
講
生
募
集

富
士
市
民
大
学

平成29年度

対
象
／
富
士
市
・
富
士
宮
市
に
在
住
・
在
学
・

　

在
勤
の
15
歳
以
上
の
人（
中
学
生
は
除
く
）

定
員
／
❶
25
人
、
❷
❹
❺
各
40
人
、❸
70
人
、

　
❻
90
人
、
❼
50
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
4
月
20
日（
木
）に

　

抽
せ
ん
を
行
い
、
結
果
を
郵
送
で
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

受
講
料
／
❶
3
0
0
0
円
、
❷
〜
❺
❼
2
5

　

0
0
円
、
❻
2
0
0
0
円

申
込
方
法
／
4
月
12
～
18
日
に
、
直
接
左
記

　

受
付
場
所
に
申
し
込
む
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

　

イ
ト
で
電
子
申
請
し
て
く
だ
さ
い

★
受
付
場
所

　
①
富
士
市
教
育
プ
ラ
ザ
1
階
社
会
教
育
課

　
　（
八
代
町
1-

1
）

　
②
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
③
富
士
市
役
所
4
階　

文
化
振
興
課

　
④
富
士
宮
市
役
所
6
階　

社
会
教
育
課

★
受
付
時
間

　

①
②
は
9
〜
21
時
、
③
④
は
9
〜
17
時

　
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

※
下
記
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー

　

ド
で
も
申
し
込
み
可
能
で

　

す
。
詳
し
く
は
、
社
会
教

　
育
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

7
講
座
を
開
催
し
ま
す

問い合わせ／社会教育課　155-0560　555-0561　Eky-syakaikyouiku@div.city.fuji.shizuoka.jp

※
2
人
1
組
で
も
申
し

　
込
み
で
き
ま
す
。

表
現
力
ア
ッ
プ
！
読
み
聞

か
せ
・
話
し
方
講
座

　「
言
葉
の
大
切
さ
」
な
ど
を

学
び
、
自
分
の
考
え
や
思
い
を

伝
え
る
「
表
現
力
」
を
身
に
つ

け
る 1　

絶
滅
危
惧
種
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
魚
の
繁
殖
・
育
成
に
関
す
る

研
究
、
深
海
魚
や
甲
殻
類
の
生

態
・
分
類
に
つ
い
て
学
ぶ

2
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
の

地
域
・
国
際
社
会

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
伝

統
と
変
化
の
は
ざ
ま
で
葛
藤
す

る
社
会
の
姿
を
専
門
家
が
分
析

し
、
静
岡
の
明
日
を
考
え
る

3

防
災
講
座
～
過
去
の
災
害

を
学
び
、
今
に
生
か
す
～

　
県
や
市
で
過
去
に
発
生
し
た

地
震
に
つ
い
て
学
び
、
今
後
発

生
が
予
想
さ
れ
る
地
震
災
害
へ

の
対
応
に
つ
い
て
考
え
る

5
市
民
歴
史
講
座
「
静
岡
の

戦
国
女
性
物
語
」

　「
井
伊
直
虎
」
な
ど
、
歴
史

の
舞
台
で
活
躍
し
た
女
性
の
視

点
か
ら
、
静
岡
の
戦
国
時
代
に

つ
い
て
学
ぶ

6
文
学
講
座
『
甦
る
漱
石
』

7

宇
宙
講
座

　
富
士
市
初
の
名
誉
市
民
で
あ

る
故
戸
塚
洋
二
氏
が
研
究
し
て

い
た
「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
」
な
ど

に
つ
い
て
、
最
新
情
報
を
交
え

な
が
ら
宇
宙
の
不
思
議
を
解
き

明
か
し
て
い
く

受
講
期
間
／
❶
5
〜
7
月
、
❷
〜
❼
5
〜
6

　

月
の
週
1
回
程
度
、
計
6
回
（
❶
計
9
回
、

　
❻
計
5
回
）

　
日
本
を
代
表
す
る
作
家
「
夏

目
漱
石
」。
時
代
の
流
れ
と
限

界
に
、
生
き
生
き
と
向
き
合
い

続
け
た
名
作
の
知
ら
れ
ざ
る
魅

力
を
探
る

4
水
族
の
繁
殖
・
育
成
研
究

最
前
線

【
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】
く
ら
し
と
市
政
→
教
育
・      

 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
社
会
教
育
→
富
士
市
民
大

 

学
→
平
成
29
年
度
富
士
市
民
大
学
「
第
23
回

 

前
期
ミ
ニ
カ
レ
ッ
ジ
」

スマートフォン用 携帯電話用

　ブランドメッセージ「いただきへの、はじまり　富士市」
を応援してくれる人であれば、どなたでも富士青春市民
になることができます。
　住所地や国籍は問いません。富士青春市民によるチャ
レンジの輪を広げていきましょう！

富士青春市民になろう！

問い合わせ／観光課富士山・シティプロモーション推進室　155-2958　551-1456　Eseisyun@div.city.fuji.shizuoka.jp

〜あなたの一歩が、富士市を盛り上げます！〜

オリジナルピンバッジ 市民証

【富士青春市民３つの心得】

青春市民には、ピンバッジと市民証をプレゼント!
申込方法／申込書（観光課富士山・シティプロモーション
推進室または各地区まちづくりセンターで配布、市

※

ウェ
ブサイトでダウンロード可）に必要事項を記入し、郵送
またはFAX・Eメールで、〒417-8601　富士市役所観
光課富士山・シティプロモーション推進室へ

※くらしと市政→専用バナー「青春市民」

かるーい

1. 毎日がはじまり。今日もチャレンジします。
2. まわりに、チャレンジを伝えます。
3. みんなで、一緒にチャレンジします。

※4月からは、「シティプロモーション課」で引き続き受付を行います（電話番号、FAX、Eメールアドレスに変更はありません）。


